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エグゼクティブサマリー Executive Summary 
 Cosmos Newsletter on EMC & Safety 2020-06-01 No. 120 

 
 

IEC: 規格解説: CISPR 32: 放射エミッション測定における電源ケーブル終端

条件規定化審議 
 CISPR/SC-A と SC-I のジョイントアドホックグループ（以下（SC-A/I J-AHG6）は、SC-I が

担当している CISPR 32 第 2 版の改訂審議項目の一つである放射エミッション測定における

新しい要求（電源ケーブルの終端条件）の追加に関して、2017 年の CISPR ウラジオストク

会議からスタートした。本稿では、現在までに 5 回開催されている SC-A/I J-AHG6 における

審議動向の概要をまとめて解説する。 

 

UNECE: 車両規制の整合化のための世界フォーラム: 第 180 回セッション報

告書(1/3) 
 車両規制の整合化のための世界フォーラム 第 180 回セッション(ジュネーブ、2020 年 3 月

10〜12)が開催され、報告書 ECE/TRANS/WP.29/1151 発行されている。 

 C. 高度道路交通システム Intelligent Transport Systems と自動化車両 automated vehicles 関連活

動の調整（議題 2.3） 

-- 日本の代表は WP.29-180-19 を発表し、2020 年 4 月 1 日に日本で発効する予定の自動運転

に関する改正道路車両法の実施の進捗状況を紹介した。 

-- GRVA の議長であるドイツの代表は、自動車両に関する枠組み文書（FDAV: Framework 

Document on Automated Vehicles）の実施とその附属書におけるプログラムについて WP.29 に

報告した。 

 

EU: EMC 指令整合規格サマリーリスト公開: 2020/05/18 付け 
 「産業用トラック」及び「低電圧開閉装置および制御装置」関連 4 件の規格が新規に公表さ

れた。 EU: RED 指令整合規格サマリーリスト公開: 2020/04/22 付け 
 

EU: RED 指令第 3 条(3)(e)、及び(f)関連: 委任法行為の作成を推奨する調査結

果 
 無線機器指令(RED)の第 3 条(3)(e)、及び(f)は、個人データとプライバシーの保護、及び詐欺

からの保護に関し将来必要であれば、欧州委員会が委任法行為を実施すべきことを規定して

いる。委員会は外部調査会社と契約を結び、各種オプションに関する影響評価調査を実施さ

せていた。今回その結果が得られた。 

 推奨事項 1： 

推奨されるポリシーオプションは、RED の第 3 条(3)(e)、及び(f)に基づいて両委任法行為を

アクティブ化することである。これにより、RED の必須要件が強化され、規制の抜け穴が塞

がれ、そして、製品の安全性とセキュリティが明確に関連付けられる（データ保護とプライ

バシー、および詐欺からの保護）。 

 

中国: CNCA:《強制性製品認証目録と適用範囲表》等改訂: 17 種類 103 品目を

対象に掲載 
 中国国家認証管理委員会（CNCA）は、2020 年 04 月 28 日付けの 2020 年第 18 号公告におい

て「強制性製品認証目録と適用範囲表」を改訂し、17 種類 103 品目を対象として、新たに公

布した事を通知した。*マーク付きの製品は、自己宣言プログラム A（自選の試験所型式試験

+自己宣言）を実施する製品（7 タイプ）、**マーク付きの製品は、自己宣言プログラム B

（指定された試験所型式試験+自己宣言）を実施する製品（12 種類）である。他全ては第三

者試験による強制性製品認証。    
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社長の独り言 

2020 年 5 月 14 日 
濱口 慶一 

 
ほとんどの読者の方が 5 月の連休中は“Stay at home”で過ごされたと思います。 
39 の都道府県で緊急事態宣言が解除されましたが、東京や大阪などはいまだ発令されたままであり、

いろいろな問題を抱えながらも皆様は無事に業務に励んでいることと思います。まだまだコロナウイ

ルスの危険性が解消した訳ではありません。むしろ第二波がやってくることを十分に警戒して、日本

全体を解除の方向に向かう努力をみんなでするしかないですね。 
 
新型コロナウイルスの感染拡大は、お客様からの必要サンプルや書類の提供にも影響をおよぼしてお

り、弊社の業務進行にも支障が出ています。そんな中、緊急事態宣言解除後の日本はどうなるのだろ

う？と思っているところに、経営塾塾長の寺島実郎氏から「日本再生の基軸」という書籍が署名入り

で送られてきました。このコロナ騒ぎの後に日本社会はどのようになるのかと少し不安でしたが、こ

の本を読んだ後には日本の経済活動が戦後の復興を凌ぐ成長の可能性を持っていると確信し、明るい

希望が少し湧いてきました。国民みんなができると信じて、明るい社会の創生に頑張る必要があると

思います。文中に「自分は年齢と共にものごとのつながりが見えるようになった」という加藤周一氏

の言葉があり、寺島氏自身も「これまでの体験や読み込んできた文献のつながりが閃きとなって『そ

うなのか』と気づくことが増えてきたように思う」と書いています。私達も製品安全業界に生かされ

ている間に、たくさんの規格書の中から世のためになる何か良いことを閃くよう求められているよう

に感じました。 
 
的確なサービスとトレーサビリティの確立された成果物を早くお客様に提供できるように、社内のシ

ステム改革を強力に推し進めているところです。社長の思考スピードで社内が動く組織にしていきた

いという強い願いがあります。事業の承継と併せ、これまでコスモスを業界で生かしていただいたお

客様へのお礼として、そして社員のためにも、コスモスが末長く継続する企業へと成長するにはさま

ざまな困難を乗り越え、このような組織になることが必須であると確信しています。幸いにも同じよ

うに考えることのできる社員が多くなってきたので、若くてもやる気のある集団へと思い切って変貌

させていきたいと考えています。コスモスの成果物が業界で高く評価される内容になるように、経営

者として責任を持って推進していきます。 
 
いつもの日本蜜蜂養蜂の件ですが、Facebook を通じて多くの蜜蜂仲間ができました。今年から自然分

峰の群を捕獲して養蜂を計画している方や 10 年以上のベテランの方々とたわいのないことで盛り上

がり、楽しんでいます。私の日本蜜蜂の巣箱は 4 箱あるのですが、4 群が何とか冬を乗り切って、桜

の蜜をたくさん集めて群が別れるかと期待していたところ、2 群がスムシと言う蛾の幼虫に、見事に

食いつくされ、消滅してしまいました。最近になってやっと元気な蜜蜂群から分峰が始まったので期

待したのですが、10m 以上の高所に集まり、その後どこかへ飛んでいきました。がっかりしたその二

週間後、10m も離れていない近くの空の巣箱に、他からやってきた群と私の所から離れた群がそれぞ

れ別の巣箱に入ったようです。こういう分峰群の他の箱への入居は今まで見たことがなく、居着くか

どうか様子を見ているのですが、私には超嬉しい出来事になりそうです。今年は日本蜜蜂君たちには

悪いのですが、長年やってみたいと思っていた人工分峰をどうしてもやりたく、それで日本蜜蜂の群

をたくさん森に返したいと思うからです。昨年はオオスズメバチにチクリと刺され、アナフィラキシ

ーショックが出るぞと蜂仲間に驚かされているので、今年から日本蜜蜂を構う時は絶対に刺されない

ように防具を着用して作業をしています。人工分蜂の方法は多くの方がネットに公開していますが、

私はまだ手探り状態です。成功したら大いに公開したいと思います。 
 
いよいよ台風一号も南方で発生したようで、今年も暑い夏になりそうですね。体調を崩さないように

ご自愛ください。 
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本誌の記事が正確であるよう最大の努力を払っておりますが、間違いが含まれていることがあるかもし
れません。本情報をご使用になられる場合はご自身でもう一度ご確認ください。 
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